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会場 九州大学伊都キャンパスCE40棟2Fセミナー室 福岡市西区元岡744
受講対象者 一般市民の方々

募集人数 60名（先着順）

受講料 無料
申込方法 電子メール、FAX、または郵送（下記ホームページから参加申込書がダウンロードできます）

申込締切 平成28年11月18日（金）

その他 受講者には後日、修了証をお送りいたします
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開催趣旨

安全で安心な暮

らしを願っている私ど
もにとっては、身の回
りを取り巻く衣・食・住
などの生活環境は大
きな関心ごとです。本
公開講座では、食品
や水質などの安全性
確認のための分析法、
環境評価のための分
析法や地球における
物質循環の解明、地
下資源の回収、資源
循環のための新しい
取り組みについてス
ポットを当てて、当セン
ターの客員教員、九州
大学の現・元教員、福
岡県や財団法人で環
境分析に携わっている
研究員による講座を
計画しました。

第一回 平成28年11月19日（土） 13：00－16：30

開会あいさつ

今任稔彦 九州大学工学研究院応用化学部門教授

同 附属循環型社会システム工学研究センター副センター長

現在の環境を持続させていくためには？～環境分析と環境アセス
メントの観点から～

天日美薫 一般財団法人 九州環境管理協会

福岡県内の河川、湖沼、海域及び地下水の水質とその分析方法

石橋融子 福岡県保健環境研究所

食品の安心・安全確保のための分析化学

高橋浩司 福岡県保健環境研究所

第二回 平成28年11月26日（土） 13：00－16：30

地熱水のカスケード利用と資源の回収

井野達人 株式会社ラブアース２１

鍾乳石からひも解くひとと自然のかかわり

吉村和久 九州大学理学研究院名誉教授

資源循環のためのバイオハイドロメタラジーへの誘い

笹木圭子 九州大学工学研究院地球資源システム工学部門教授

閉会あいさつ

今任稔彦

写真提供 福岡市

写真提供 福岡市


